
釧路市立小中学校のあり方検討委員会（第 8 回 2022 年 5 月 24 日開催） 

 

■発言要旨 

委員：義務教育学校にしていく順番について教えて欲しい。 

 

事務局：義務教育学校になると複式学級をある程度解消ができたり、教員の数が増えるなど

のメリットがあるので、各学年が複数学級のある学校より、まずはそれぞれ小学校と中学校

が一校ずつの義務教育学校や、児童生徒数の少ない小規模校から先に行っていくことを考

えている。 

 

委員：今後、改修の順番が変わることはあるか。また、準備協議会を設置してしまうと、後

から計画変更ができないのではないか。 

 

事務局：計画は固定されている訳ではないので、変わることもありえる。また、準備協議会

は開校の２、３年前に立ち上げてることを考えており、学校名、校章、校歌の決定や PTA

や小中両校など調整を行う。 

 

委員：地域懇談会の対象者を教えて欲しい。 

 

事務局：市内全地域の方を対象としている。地域懇談会の会場１４ヶ所、東部、中部、西部、

各地域都合の良い会場に是非、多くの方にお越しいただければと考えている。 

 

委員：地域懇談会の案内はどのタイミングで出すのか。 

 

事務局：新聞と、広報くしろ７月号で全市的にお知らせすることを考えている。また、父兄

の方にすくすくメールで教育委員会からのお知らせとして伝えていこうと考えている。そ

の他にも釧路市の LINE 登録をしている方を対象に LINE を使ってお知らせできるかを検

討している。 

 

委員：どの範囲の内容まで事前にお知らせするのか。 

 

事務局：６月６日の議案説明の際に全ての学校名等が出るので、市民の方には広報くしろで

お知らせをする前にどこの学校がどの様になるかというところも知ることになる。 

 

委員：保護者の方々は自分のところが校区再編になるのかというところが気になると思う

が、明確に範囲が示されるのか。 

 

 



事務局：確定ではないが、通学距離が小学校２キロ、中学校３キロというところにこだわら

ず、再編に伴う配慮事項に記載のとおり激変緩和が必要というところは検討中である。だが、

校区再編後の釧路市内の学校と学校が意外と近く、統合した場合でも通学距離が２キロ以

内に納まるところが実際は多い。大楽毛小学校に通っているまりも団地の方が、中学校まで

通う様になりますと大きく離れてしまうが、現在、大楽毛地区はスクールバスが出ているの

で、スクールバスの利用が必要かと考えている。 

 

委員：地域懇談会について１４会場あるが、１つの会場で話を聞いても各学校、各地区と内

容が違う部分もあると思うので、もっと話を聞きたいとなったときに回数を増やすことは

考えているか。 

 

事務局：もし要望があれば必要だと考えている。また、地域懇談会以外でも PTA 連合会等

の話し合いの場を設けることが出来ればと考えている。 

 

委員：再編に伴う配慮事項で通学に関して歩くことの教育上の意義や通学にあたって見守

り活動などの安全確認も謳っているが、現実に通学路が変わる子どもたちが沢山出てくる

と思う。そこで見守り活動だけではなく、通学路そのものの安全点検や改良が必要なところ

が出てくると思うので、通学路の変更に伴う道路の安全確保というところも市としてしっ

かりと謳った方が地域懇談会の際に質問が出てこないのではないか。 

 

委員：交通の話しで言うと釧路市連合町内会も今後様々な関わりが出てきて協力が必要に

なると思う。 

 

委員：たたき台の中で、城山小学校、武佐小学校、新陽小学校が使われなくなるが、跡利用

についての考えはあるか。 

 

事務局：提案の段階なので、現時点で学校について跡利用の考えはない。 

 

委員：学校選択制の導入についてはまだ先になりそうか。 

 

事務局：まだ学校選択制についてはどういった方法が出来るのかというところを研究して

いる段階である。 

 

委員：学校は地域コミュニティーの中核といった部分があり、自分の母校が無くなることに

対して喪失感を感じる方や、心配をされる地域住民の方も多いと思う。子どもたちをいかに

育てていくかというところを地域住民の皆様に十分にご理解を頂くための地域懇談会であ

るので、記載している魅力ある学校づくりのところの１行目に保護者、学校関係者、教育委

員会に「地域住民の皆様」の文言を足す方が良いと思う。 



委員：年次計画について音別義務教育学校はいつ頃開校の予定か。 

 

事務局：令和９年度の予定である。 

 

委員：音別地区は喫緊の学校のイメージだが、計画を前倒しにすることは可能か。 

 

事務局：１年に複数校設置をしたり、早めたいという思いはあるが、義務教育学校化に伴い、

学校の改修が必要となるので早めることは難しい。 

 

委員：近々に進めなければいけないと思っていたが、そういった状況であれば理解した。 

 

委員：今回意見のあった点に関して教育委員会と調整、修正を行い、教育長に提出すること

になるが、よろしいか。 


